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平成２４年　６月　１日(金)　　　　司会・記録：島守　
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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。
＜連絡事項＞

· 抄録は6/18までの期限となっています。遅れずに提出しましょう。

· 古舘ヨリ様6/30　食事内容に偏りがあるとの訪看より情報あり、栄養指導実施予定です。

· WIZの回覧方法が本日より変更となります。タイトルの間違いに気をつけましょう。

· 青陽館の階段の壁修理が完了となっています。

· 赤石　陽介様　　胆石手術の日時が延期となった為、来週月曜日今後について関係機関と面談予定となっている。

· 宮　陽子様　　1週間通所は欠席されるが、電話連絡は来ています。

· 八木橋　牧雄様　　AA参加の為、ナイトケア利用を減らしたいとの事。主治医へ確認していく事となっている。

· 植村　博隆様　　今後、デイケア利用を増やしていきたいとの事。就労を目的としているため、就職活動に支障のないようにしていく。

· 久保　清美様　　就職の面接で不合格となっているが、本人はこれからも就職活動していく様子。

＜新患情報＞
赤坂　ミサ様（89）

H15年頃より､腰痛の訴えがあり､自宅での入浴が困難となり､介護保険ｻｰﾋﾞｽの利用を開始し､ひばりの里の通所ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝを利用していた。以前より物がないと訴え､探し物をする事がたびたびあった。H22年春頃に急性気管支炎にて長谷川内科に1ヶ月程入院していた。退院後に､｢金庫のお金が無くなった｣｢お前が盗ったんだべ｣と次男の嫁に対して訴える事があった。以後も｢財布がない｣｢財布を持って来い｣と次男の嫁に対して訴える事が続いていた。この時点ではADLは自立しており､身体不調等がある際には自らﾀｸｼｰを呼び､長谷川内科を受診していた。ただし受診頻度は頻回であった。元来微熱がちであったことから､不調時の服薬の欲求が強く､医師から止められていたが､処方されているｶﾛﾅｰﾙを指示量以上に服薬する事が多かった。H23年5月には再び急性気管支炎にて長谷川内科へ3ヶ月程度入院。退院後からはADLの低下が顕著で､H23年秋からは周囲からの介助が必要な状態となっていた。以後､起床解除の際に指示的口調で､｢そうやるな｣｢こうしろ｣等と訴える事があり､自身の思い通りにならない事で､興奮して大声で怒鳴る事がある。また､家族が本人を置いて外出すると不安感が増強するのか､不調を訴えることや､歩行ができなくなることがある。服薬に対しての欲求も強く､些細な身体不調から強く､ｶﾛﾅｰﾙやﾜｲﾊﾟｯｸｽの服薬を希望し､自身の思い通りにならない事で易怒的となることがある。

現在､本人･次男の嫁･孫の3名で暮らしているが､次男の嫁の介護負担が強いことから､対応が困難となっている。精神科受診をし､認知症の鑑別を行う事､また不定愁訴や不安感に対しての対処について助言を貰いたいと希望があり受診相談に至る。また受診には長男･三男にも同行依頼をし､今後の療養に対しての協力を得ていきたいとの事。
